
災 害（ 地震・風水害 ）発 生 

 

令和 6 年 11 月 21 日 

保護者・地域の皆様 

金沢市立紫錦台中学校 

校長    神農 幸子 

災害発生時の校内での基本対応について 

 

深冷の候、日頃から本校の教育活動にご協力とご支援を賜り、ありがとうございます。 

さて、本日学校で地震を想定した避難訓練を行いました。本校では原則、地震発生時には震度５強以上の際、

生徒を本校に留めておき、保護者の方に迎えにきていただき、引き渡すことを想定しています。詳しくは下記

の内容をご確認ください。ご理解とご協力をお願いいたします。 

 

 

【対応事項】                                   【留 意 点】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※学校での引き渡しでは、引き渡しカードを利用し、引受人の確認及び引き取り時のサイン等でその事

実を確認します。 

※保護者と連絡がとれない生徒は学校で保護します。 

※緊急連絡先の変更があった場合は、学校までお知らせ下さい。 

 
○全教職員の動員及び各自の役割確認 
○学校災害対策本部の具体的対応 
○生徒を保護者に引き渡す方法の検討 
 ・学校で直接保護者に引き渡す 
 ・学校に留め置く 
 

 
生 徒 の 安 全 確 保 

 
 
校舎外等への避難決定 
 

 
 

校 舎 外 等 へ の 避 難 

 

 
避 難 後 の 対 応 

 

 
保 護 者 へ の 引 き 渡 し 

学校での引き渡しを採用 
 

 

○生徒を保護者に引き渡す方法 
○学校で避難を継続する場合の連絡 

 
保 護 者 へ の 連 絡 

 

 
学校災害対策本部の設置 

学校待機の検討 

Ｐ３ 

以下は、震度５強以上の地震が発生した場合 

○安全確保の対応（状況別基本行動） 

○火災など二次災害の防止 
○人員・負傷者の確認 

○避難経路の安全確認 

○全校生徒への避難指示 

○的確な指示（頭部の保護、あわてない等） 
○教職員の連携（避難誘導、負傷者運搬） 
○生徒名簿の携帯 

○人員と安否の確認 
○負傷者の確認と応急処置 
○生徒の不安に対する対処 
○教育委員会への報告 

○警察・消防・医療機関・保護者への連絡 


